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第２章 誰もが健やかに暮らせる福祉のまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２章 誰もが健やかに暮らせる福祉のまちづくり 

５．安心・ゆとりのある地域福祉の充実 

１．生涯にわたるいきいきした健康社会の実現 

２．いつまでも笑顔で元気に暮らせる高齢者福祉
の充実 

３．子育て支援の充実 

４．ノーマライゼーションの理念に基づく 
障がい者福祉の充実 

誰もが健やかに暮らせる 
福祉のまちづくり 

【基本方針】 

若い世代の移住・定住の促進に向け、妊娠から就学まで切れ目のない支援、段階や個人の

実情に応じた適切な子育て支援を推進します。 

また、市民一人ひとりが高齢になっても健康で安心して暮らし続けられるような総合的な

条件整備や仕組みづくりを継続して進めます。 

 

 

オレンジサロン 
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■施策の内容 

１．生涯にわたるいきいきした健康社会の実現 

【現状と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の方針】 

 

 

 

 

 

  

生涯にわたるいきいきした健康社会の実現 １ 

食生活や社会環境の変化、高齢化の進展などにより、本市でも生活習慣病の予防を

はじめとする市民の健康への関心が高まっています。市民の健康寿命の延伸を実現さ

せるためには、乳幼児から高齢者まで、より一層の医療機関との連携・協力のもと、

適切な体制の充実や保健指導体制の強化を図りながら、継続的な保健事業を推進する

ことが求められています。 

本市の健康づくりは、嘉麻市保健計画に基づき進められており、市民の健康管理の

ため、各種健康診査、がん検診のほか、健康教育、健康相談、家庭訪問などの各事業

を実施しています。 

健康診査や保健サービスの提供など市民のニーズは高く、より一層の健康診査の充

実や「食」に関する知識の普及、健康増進、生活習慣病の予防などの一次予防に重点

を置き、より効果的な健康教育、健康相談などの保健事業を展開していく必要があり

ます。 

母子保健事業では、生涯を通じた健康の出発点として、乳幼児健康診査などを実施

しています。家庭や地域での子育て機能の低下や育児に対するニーズも多様化してお

り、各種事業の充実や育児情報の提供、育児不安の解消など育児に対する指導体制の

充実が求められています。 

総合的な保健・医療・福祉の推進については、医療機関や関係機関、行政や地域が

連携した健康づくりの推進が求められています。 

地域医療や救急医療体制の整備への市民ニーズも高まってきています。高齢化の進

展や生活習慣病も増加傾向にあることから、質の高い医療の確保や提供は、健やかな

市民生活を実現する上で重要であり、積極的な取り組みが求められています。 

また、市民の健康づくりの拠点として、嘉麻市稲築保健センターにおいて、快適な

環境づくりを目指し、創意工夫を行っているほか、積極的に運動に取り組んでもらう

ため、啓発活動を行っています。 

 現行の嘉麻市保健計画については、見直しを行います。 

 健康づくり関係機関及び関係団体と連携しながら、生活習慣病（がん・循環器疾

患・糖尿病）の発症予防・重症化予防に重点をおいた施策を推進します。 

 生活習慣病の早期発見・早期治療のため、健康診査の受診率向上を図ります。 

 各種健康教室や健康相談、家庭訪問などを通して、市民への積極的な保健指導や啓

発活動に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標の名称 指標の説明 

基準値 

2015

（H27） 

目標値 

2026

（H38） 

がん検診平均受診率 
各種がん検診受診率 

（受診者数÷対象者数×100）の平均 
12.6％ 25％ 

がん検診平均精検受診率 
がん検診で要精検とされた者のうち、 

精密検査を受診した者の割合 

81.5％ 

（暫定） 
100％ 

特定健診受診率 受診者数÷対象者数×100 
39.9％ 

（速報） 
60％ 

特定保健指導実施率 実施者数÷対象者数×100 
65.1％ 

（速報） 
60％ 

乳幼児健康診査実施率 

（1歳 6か月児） 
受診者数÷対象者数×100 90.7％ 95％ 

乳児家庭全戸訪問事業実施率 訪問者数÷対象者数×100 97.5％ 100％ 

 

【今後の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日常生活に密着した健康相談や健康教室、訪問指導等各種保健サービスの提

供を積極的に行い、保健ニーズの多様化、高度化に対応した保健従事者の確保

及び資質の向上に努めます。 

また、総合的な保健・医療・福祉について、現行の嘉麻市保健計画を見直

し、新たに第 2 次嘉麻市保健計画を策定し、嘉麻市健康づくり推進協議会、保

健計画推進委員会など関係機関との連携のもと、質の高いサービスの提供に努

めます。 

(1) 総合的な健康づくり体制の構築 

若年健診や特定健診、がん検診などの健康診査の方法や結果の周知徹底、啓

発活動の充実など受診率の向上を図るとともに、関係機関との連携のもと、各

種教室や相談指導体制を充実し、市民自らが健康的な生活習慣を実践できるよ

うに支援します。 

特に、特定健診、特定保健指導については、嘉麻市特定健診等実施計画に基

づき、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した生活習慣病の

発症予防と重症化予防に努めます。 

(2) 早期発見・早期治療に向けた健康診査の充実 
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質の高い医療サービスの確保、提供ができるように、医療体制の充実・強化

を図ります。 

また、急病患者が速やかに適切な医療を受けることができるよう、「飯塚急患

センター」や各医療機関との連携のもと、救急医療体制の整備を推進します。

さらに、国道 322 号八丁峠トンネル開通後は、交通アクセスの向上を生かし

た広域的な地域交流、連携を通して情報収集、発信、共有しながら、医療体制

の充実を図ります。 

(3) 医療体制の充実・強化 

安心して妊娠・出産ができるよう、ハイリスク妊婦や要支援妊婦と妊娠期か

らの関わりを持ち、乳児家庭全戸訪問や乳幼児健康診査などの母子保健の推進

及び相談体制の充実を図り、親子が孤立することなく安心して育児ができるよ

う、切れ目のない支援に取り組みます。 

発達の過程で支援が必要な乳幼児を早期に発見し、運動発達・ことばの発

達・情緒の安定・知的理解・社会性の発達に向けた療育訓練を推進するととも

に、「嘉麻市発達支援連携協議会」において、発達支援に関する課題を検討し、

関係機関の連携のもと、適切な支援を継続して行える体制づくりを目指しま

す。 

(4) 母子保健の推進 
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国民健康保険及び各種医療等制度の運用については、広く市民の理解を得る

とともに、安定的な運営に努めます。 

また、被保険者の健康保持増進のために策定した「嘉麻市国民健康保険保健

事業実施計画（データヘルス計画）」に基づき、被保険者の健診結果や医療情報

を活用しながら健康課題の詳細な分析等に取り組むとともに、被保険者の予

防・健康づくりの促進による医療費適正化の推進を図ります。 

(5) 保険・医療等制度の運用 

公衆衛生の観点から、関係機関との連携のもと、乳幼児から高齢者まで、教

室、健康診査等による感染症の予防や啓発に取り組みます。 

また、近年の新たな感染症の出現や既存感染症の再興などに備え、各関係機

関と連携を図りながら適切な対策を講じるとともに、多様化・複雑化する予防

接種について、正しい知識の普及・啓発に努めます。 

(6) 感染症予防の推進 
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２．いつまでも笑顔で元気に暮らせる高齢者福祉の充実 

 

【現状と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果指標】 

指標の名称 指標の説明 

基準値 

2015

（H27） 

目標値 

2026

（H38） 

出前講座受講者数 出前講座の受講者数（年間延べ人数） 1,869 人 2,346 人 

認知症サポーター数 
平成 38 年度までの認知症サポーター 

養成講座受講者数（延べ人数） 
1,590 人 2,590 人 

オレンジサロン実施箇所数 オレンジサロンの実施箇所数 6 箇所 12 箇所 

 

 

 

 

いつまでも笑顔で元気に暮らせる高齢者福祉の充実 

本市では、2016（平成 28）年 4 月 1 日現在、65 歳以上の高齢者が 14,136 人

で、高齢化率は 35.1％と県内都市の中では最も高い高齢化率となっています。また

全世帯のうち 3 分の 1 以上を高齢者のみの世帯が占めています。 

このような中、嘉麻市高齢者福祉計画及び介護保険事業計画に基づき、高齢者の健

康づくりの推進や介護保険制度の安定的な運用を図り、高齢者が住み慣れた地域で自

分らしく安心して暮らせるように様々な事業を展開しています。 

今後も高齢者福祉の充実に向けて、高齢者が生きがいや幸せを感じられる取り組み

を継続していく必要があります。さらに、庁内関連部署との連携はもとより、関係機

関・各種団体との協働や、地域住民・専門的知識を持つ多職種と連携し、「地域包括ケ

アシステム」の構築を推進することが重要です。 

また、高齢者の様々な事例に対応するため、多様な制度や資源を活用する総合的な

ケアマネジメント力の強化や、専門的知識・ノウハウの蓄積、人材育成等が課題とな

っています。 

 

 高齢者が健やかに暮らせるように、健康づくり事業や生きがいづくり、社会参加へ

の支援、介護予防事業等の一層の充実に取り組みます。 

 高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、地域包括

ケアシステムの構築に取り組みます。 

 介護保険制度の持続可能性の確保に努めます。 

２ 
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【今後の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつまでも健康な自立した暮らしができるよう、高齢者の自発的な健康づく

りと介護予防事業を推進します。 

また、出前講座などにより、生活習慣病予防や介護予防、さらに認知症につ

いての理解を深め、高齢者の健康維持に努めます。 

(1) 高齢者の健康づくり 

社会で活躍できる元気な高齢者を増やすため、雇用・就労機会の確保等によ

り高齢者の社会参加を推進するとともに、今後も老人クラブ助成事業等により

高齢者の生きがいづくり活動の支援を推進します。 

(2) 高齢者の生きがい対策の充実 

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることが

できるよう、介護給付事業及び介護予防・日常生活支援総合事業や各種在宅福

祉サービスの充実を図ります。 

また、ひとり暮らしの高齢者の見守り事業、認知症サポーター養成講座、オ

レンジサロン助成事業等を継続しながら、小さな困りごとへの支援など、生活

支援体制の整備や在宅医療と介護の連携の推進、認知症施策の推進、地域ケア

会議の推進に努めます。 

(3) 地域包括ケアシステムの構築 

介護、疾病、虐待、権利擁護など、高齢者に関するあらゆる相談に対して、

地域に密着した相談窓口として利用できるよう、高齢者相談支援センター業務

の周知と機能の強化を継続します。 

(4) 高齢者相談支援センターの機能強化 

介護給付費適正化事業、介護認定適正化事業及び介護保険料の適正な賦課徴

収業務を行い、介護保険制度の安定的な運用を図り、健全な財政運営に努めま

す。 

(5) 介護保険制度の持続可能性の確保 

第２章 誰もが健やかに暮らせる福祉のまちづくり 
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３．子育て支援の充実 

 

【現状と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の方針】 

 

 

 

 

 

 

 

【成果指標】 

指標の名称 指標の説明 

基準値 

2015

（H27） 

目標値 

2026

（H38） 

嘉麻市地域子育て支援セ

ンター利用者数 

嘉麻市地域子育て支援センターの 

利用者数（延べ人数） 
3,570 人 4,000 人 

ひとり親家庭等自立支援

事業による資格取得率 

資格取得者数 

÷高等職業訓練促進給付金受給者数×100 
100％ 100％ 

 

 

 

 

  

子育て支援の充実 ３ 

本市の移住・定住の促進に向けて、子育て支援の充実は重要な取り組みの一つに位

置づけられます。 

本市では、子育て支援センターや公民館等において、子育て相談や保護者交流など

を行っているほか、2016（平成 28）年 1 月から中学校 3 年生までの医療費の無料

化、保育料基準の軽減、結婚・妊娠・出産・育児と切れ目のない支援内容が満載の子

育てガイドブック『かまっていいよ！BOOK』の作成による市の子育て支援情報の発

信、相談事業など、子育て家庭への支援に向けた様々な取り組みを行ってきました。 

保育所運営に関しては、近年、保護者等の就労形態の変化に伴い、0 歳児、1 歳児

の入所希望者が増加し、待機児童が発生している状況となっており、保育士の確保が

課題となっています。 

また、子どもが虐待や犯罪等に巻き込まれる事件の多発などが社会問題となってい

ることから、子どもに対する暴力や虐待の早期の発見とその対応が必要となっていま

す。 

 

 

 「嘉麻市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、関係機関や団体、地域、家庭等

と連携しながら、子育て支援に関する多様な取り組みを推進します。 

 子どもに対する暴力や虐待の早期発見、保育所の待機児童の解消をはじめとする各

種子育て支援の充実を図ります。 
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【今後の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

嘉麻市子ども・子育て支援事業計画に基づき、子ども達が健やかに成長し、

子育てに喜びと生きがいを感じることができるよう総合的な子育て支援施策を

推進します。 

(1) 子ども・子育て支援施策の推進 

子育て家庭の生活の安定及び子どもの健全な育成を図るため、児童手当をは

じめとする各種手当の支給により、子育て家庭への経済的な支援を推進するほ

か、広報紙やホームページ、子育てガイドブック等を活用し、子育て支援施策

の周知を行います。 

特に、子どもの貧困対策については、子どもを取り巻く環境を改善し、貧困

の連鎖を食い止めるため、教育、就労、食生活等の関係各機関が連携し、一体

となって取り組みます。 

また、2016（平成 28）年 1 月から開始した中学校 3 年生までの医療費の

無料化については、広く市民の理解を得るとともに安定的な運営を図ります。 

(2) 子育てへの経済的支援の充実 

ひとり親世帯の自立した生活の確立に向け、母子・父子自立支援員を配置

し、相談受付及び問題解決の支援やアドバイスを行います。 

また、母子生活支援施設への入所措置や就業支援、母子家庭自立支援給付金

及び父子家庭自立支援給付金の支給など、生活・子育て・就業等に関する支援

の充実を図ります。 

 

(3) ひとり親世帯への支援の充実 

子育てと仕事の両立を支援するため、就学前を対象とした通常保育のほか、

一時預かり事業や病後児保育などの各種特別保育事業の実施や小学生を対象と

した学童保育所など、多様化したニーズに対応する様々な保育サービスの充実

を図ります。 

また、障がいのある子ども等の受け入れに対応するための体制の充実・強化

に努めます。 

(4) 子育てと仕事の両立支援の充実 
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広報紙やホームページ等の活用、及び本市の子育て等に関する総合的な情報

を掲載した子育てガイドブック『かまっていいよ！BOOK』の充実と周知を図

ります。 

また、市内 3 か所の子育て支援センターにおいて、子育て中の保護者に交流

の場を提供し、子育てについての相談や情報提供、子育てに関する教室を行

い、地域の子育て支援の拠点としての充実を図ります。 

子育てに支障をきたしている家庭には養育支援訪問を行い、適切な子育てが

できるよう相談・支援の充実に取り組みます。 

要保護児童については、適切な保護を図るため、嘉麻市要保護児童対策地域

協議会による情報交換や支援内容に関する協議を行い、関係機関と連携して、

虐待の早期発見・早期対応のための体制の強化を図ります。 

(5) 子育て支援に関する情報提供・相談事業・要保護児童対策の充実 

かまっていいよ！BOOK 
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４．ノーマライゼーションの理念に基づく障がい者福祉の充実 

 

【現状と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ノーマライゼーションの理念に基づく障がい者福祉の充実 ４ 

本市には指定特定相談支援事業所及び指定障害児相談支援事業所が 9 事業所あり、

飯塚圏域（飯塚市、嘉麻市、桂川町）で委託している委託相談支援事業所を中心に、

障がいのある人が生活していく中で直面する様々な問題について相談者と一緒に考

え、解決に向けて取り組んでいます。 

2013（平成 25）年に障害者自立支援法が障害者総合支援法に改正され、基本的

人権の尊厳、障がいのある人にとって日常生活又は社会生活を営む上での社会的障壁

の除去等が明示され、より地域社会における共生の実現や地域に密着した支援の充実

を図ることが求められています。 

また、2016（平成 28）年 4 月には障害者差別解消法も施行となり、市民の方々

にも今後さらに障がいに対する理解を深めていただけるよう啓発に取り組む必要があ

ります。 

 福祉サービスや自立支援、就労等の社会参加などに関する様々な相談に応じ、情報

提供や支援を行うため、障害者福祉計画の改定を行います。 

 専門性の高い相談支援や、困難ケース、障がい者虐待事案を重点的に取り扱う相談

支援機関の設置及び適切な運営に取り組みます。 
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【今後の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

障がいのある人もない人も、住みなれた地域で自立しながら安心して生活で

きる環境づくりを目指し、障害者施策推進協議会での協議をもとに障害者計画

及び障害福祉計画の改定を行い、障がい者団体、障がい者支援団体、家族会及

び親の会等の意見を考慮し、両計画に基づく福祉施策を推進します。 

(1) 障害者計画及び障害福祉計画の推進 

在宅介護や施設入所、外出時の支援、補装具の給付等の様々な福祉サービス

を提供し、障がいのある人が地域で安心して生活するための支援を行います。 

 

(2) 地域生活支援の充実及び推進 

障がいのある人の経済的、社会的な自立をめざし、飯塚圏域障がい者地域自

立支援ネットワークを中心に、ハローワークや障害者就業・生活支援センター

等と連携し、就労を希望する人に対し就労支援を行います。 

また、障がいの軽減を図り、地域で自立した日常生活や社会生活を営むため

に適切な医療を受けることができるよう、指定医療機関において受ける処置に

要する医療費の一部支給を継続します。 

(3) 就労支援及び自立支援医療の充実 

障がいのある人やその家族からの福祉に関する様々な悩みや不安に対応する

ため、専門性の高い相談支援や、困難ケース、障がい者虐待事案を重点的に取

り扱う基幹相談支援センターの設置に取り組み、適切な情報提供や支援を行い

ます。 

(4) 障がい福祉サービス等の情報提供・相談事業の充実 
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５．安心・ゆとりのある地域福祉の充実 

 

【現状と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策の方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安心・ゆとりのある地域福祉の充実 ５ 

福祉に対する市民のニーズが多様化・複雑化し、人間関係も希薄になってきている

現状において、地域の住民一人ひとりが福祉の担い手としてお互いに支えあい助け合

える社会にするために、相互扶助精神の醸成と地域ネットワークの構築が重要になっ

ています。 

高齢者・障がい者等への福祉サービスの充実、女性が育児と仕事を両立する体制づ

くり、保健・医療・福祉が連携した地域で支え合う地域福祉のシステムやコミュニテ

ィづくり、ボランティアが活動しやすい環境づくりなどへの取り組みも求められてい

ます。 

このため、地域で生活する市民に対して、身近な相談者である民生委員・児童委員

の活動の支援、社会福祉協議会による「ふれあいいきいきサロン」の設置、社会福祉

施設への指定管理者制度の導入など、市民にくつろぎ、交流、レクレーションの場を

提供し福祉の増進につなげており、今後もこうした取り組みの充実が求められます。 

生活保護については、経済動向が完全に回復しているとは言えない中、生活保護の

新規申請数より、被保護世帯の転出又は高齢者単身世帯の死亡などによる廃止数が上

回り、保護世帯数、人員ともに減少していますが、本市の保護率は、2016（平成

28）年 3 月時点で 67.3‰（パーミル：1000 分の 1 を 1 とする単位）となってお

り、全国の保護率 17.1‰、福岡県の保護率 25.7‰と比較すると高い水準となってい

ることから、経済的給付とあわせて、他法・他施策の活用や、就労支援等による自立

に向けた支援を実施していく必要があります。 

 

 各関係行政機関や福祉サービス事業者等との連携のもと、民生委員・児童委員の地

域福祉推進活動への支援を継続し、充実を図ります。 

 各社会福祉施設の適切な維持管理を行います。 

 生活に困窮している人については、今後も経済的給付とあわせて他法・他施策の活

用や就労支援等により自立に向けた支援を継続します。 

 被災者や戦傷病者等への支援については、現行制度の運用を継続します。 
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【今後の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生活保護法の趣旨に基づき、必要な人には必要な保護と援助を行い、適正な

運営を目指すとともに、生活保護の申請に基づき、稼働能力や資力調査、扶養

義務者調査等必要な調査を行い、制度の適正実施に努めます。 

また、かま自立相談支援センターにおいて、生活困窮者に対する自立支援相

談事業及び住宅確保給付金事業、家計相談支援事業、その他相談事業を継続

し、生活困窮者の支援を図ります。 

(1) 低所得者福祉の充実 

他法・他施策の活用が図れる対象者については、その制度が活用できるよう

支援を行い、適正保護の実施に努め、改善を図ります。 

就労が可能な方や稼働年齢層の世帯員を有する世帯には、就労支援員の活用

により、迅速な求職活動等、必要な指導援助を行います。 

また、ハローワークとの連携を行い、就労支援プログラム参加者の就労促進

を図ります。 

(2) 被保護世帯の自立支援 

地域住民が相互に助け合い安心して生活できる地域社会の実現を目指して、

社会福祉協議会や民生委員児童委員協議会をはじめとする社会福祉団体等が円

滑に活動できるように、継続して支援を行います。 

また、地域における多様なニーズへ的確に対応するため、民生委員・児童委

員等の見守りや相談を通じ、関係各課の情報提供や必要な支援・施策を行いま

す。 

(3) 地域福祉推進活動への支援 

本市の社会福祉施設として、「ふるさと交流館なつきの湯」、「稲築社会福祉セ

ンター」、「山田ふれあいハウス」がありますが、市民がこれらの社会福祉施設

を安全に気持ちよく利用できるよう、適切かつ効果的な運営管理に努めます。 

なかでも、ふるさと交流館なつきの湯や稲築社会福祉センターの温浴施設、

山田ふれあいハウスにおいては指定管理者制度を導入し、効率的な運営に努め

ます。 

また、各施設において、経年劣化に伴う施設、設備の修繕を行い、市民が今

後も安全に安心して利用できるように努めます。 

(4) 社会福祉施設の適切な管理運営 
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自然災害などで被災した市民に災害見舞金等や毛布等の緊急物資を交付しま

す。 

また、戦没者の遺族や戦傷病者については、現行制度の運用により支援を継

続します。 

(5) 被災者・戦傷病者等への支援 
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